
【大会結果】
優勝 　西東京剣道連盟　Ａ（調布市） 東京武道館

準優勝 　杉並区剣道連盟　Ａ

第3位 　大田区　Ａ　・　練馬区　Ａ

【指導者、保護者の皆さまへ】

勝 敗 勝 敗 分

米倉 風薫 3 2 2 2 1

鈴木 佑岳 4 1 4 0 1

秋庭 佑有 3 2 4 1 0

藤田 快生 4 1 4 0 1

角　 武龍 3 2 2 1 2

秋本乃里子 3 2 1 0 4

藤田 航洋 4 1 5 0 0
まったくもって見事な大将でした。木刀基本技もさらに磨きがかかり、開会式演武の先生方より上手でした（笑）。大将戦になっ
た時にもぜんぜん心配がありませんでした。二年連続で大役を果たしてくれてありがとう。いよいよ少年部最後の年となります。
将来、航洋は伝説の少年部会員となると思いますが、その集大成としてどんな年にするのかとても楽しみです。

３月13日（日）に実施されました第11回東京都少年剣道大会でまた優勝することができ、三連覇達成となりました。応援してくださった皆様に御礼申し上げます。
都区内のチームが力をつけてきており、ベスト４に残ったのは調布市以外は都区内チーム、しかもＡ・Ｂ2チームで出場している所でした。活動が盛んなことが伺えます。また、
両チームの力が拮抗していることから審判の正しい判定がないと、この日に向けて精一杯やってきた子供達にかわいそうな結果をもたらす可能性があると感じました。
そんな中で調布市は、初戦の江東区に辛くも１勝差で勝利し、「負けるかもしれない」という危機感から、上級生が細かくアドバイスをする姿が多く見られました。稽古ではなか
なかできなかったことができるようになるのも、試合ならではなことと思います。
この大会は、各学年から選手が出るため、今の稽古が今の大会のためなのと同時に、次の大会のために必要になります。下の子たちが「また出場したい」と思わなければ伝
統は続きません。6回大会から常勝チームとして戦えているのは、後輩たちをそんな気持ちにさせているからだと思います。今をがんばる人、次をがんばる人、そしてここまで
にしてくれた先輩たちがひとつになれることが今後継続していくための必須事項となります。ご指導いただいた先生方、本番までの稽古を支えてくださったご家族の皆様、出
稽古に送り出していただいた所属団体の先生方、選手たちの稽古を各方面から支えてくださったことに深く感謝いたします。

平成28年3月13日

第11回東京都少年剣道大会

木刀基本技は試合を重ねるごとに大きな発声となり、持っている力がはっきできたと思います。自分の力をはっきしても勝てな
かった相手は、一枚うわてだということです。次の目標が立てやすいですね。試合の方は足が動いていない時は相手に取られ
ていると思います。剣道では「一眼二足三胆四力（いちがんにそくさんたんしりき）」と言って足が二番目に重要だと言われてい
ます。足を使って剣道をすることを心がけてください。でも江東区戦の面は足が使えてみごとでした。

木刀基本技は、本番直前に注意されたことを本番ではばっちり修正しましたね。ちょっと厳しく言いましたが、佑岳はこれにこた
えることができると思いました。それが大会の結果に表れて、とてもうれしいです。でも、本番でできなかったこともあったと思いま
す。これからそれをどうやってできるようにしていくのかを考えて（目標を立てて）次のことに目を向けてがんばってください。

基本技 一本勝負

部活動で忙しい中、最上級生としてチームをひっぱってくれてありがとう。試合前のアップでは、先生との最終合わせが終わっ
たらすぐに後輩の元立ちになってくれていましたね。先生がしてほしいと思うことを自然にやってくれる、スコアには現れないとこ
ろでの乃里子の力がとても大きかったと思います。立派な副将でした。優勝おめでとう。

みんなへ一言

快を中堅に起用した策が江東区戦で見事的中し、中堅で流れを変えてくれるすばらしい働きでした。安心して任せられる選手
になりました。これからは、後輩をひっぱっていくことを快の課題に加えてください。上級生となるこれからが快の真価を問われ
るときです。小学生のリーダーとしてよいチームを作ってください。

昨年のこの大会では悔しい思いをしましたが、今年は違いましたね。団体戦は勝敗も大切ですが、チームのみんなに対して自
分はどんなことができるかだと思います。優秀選手賞受賞はそういうことを含めての結果だと思います。春からは中学生になりま
す。階段をひとつ上がったところでの活躍を期待しています。

江東区戦では実績のある相手選手に、戦う前に屈してしまったのだと思います。もっと渡り合えたと思います。自分の中にそうい
う気持ちがあった時は自分の力を発揮することはできません。木刀基本技も試合も佑有は調布チームの主軸です。稽古してき
たことに自信を持って、常に2戦以降のようにやれる気持ちを作ってください。初戦以外は本当にすばらしかったと思います。



【一次リーグ】
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江東区
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西東京Ａ
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【二次リーグ】
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第11回東京都少年剣道大会
平成28年3月13日

木刀による剣道基本技稽古法試合
勝
者
数

一　本　勝　負
勝
者
数

合
　
計

勝
　
敗

東京武道館

西東京Ａ
（調布）

4 4 8 勝

西東京Ｇ
（三鷹）

3 1 4 敗

内 容

順 番

団体名



【準決勝】 東京武道館
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【決勝】
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